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伊庭孝と『近代思想』『生活と芸術』との関わりについて
伊 藤 直 子
はじめに
伊庭孝（１８８７－１９３７）は大正初期から昭和初期にかけて新劇、浅草オペラ、音楽評論などの各
分野で目覚ましい活躍をしたが、その幅広く、かつ劇的ともいえる活動を支えた精神的背景とは
いったい何だったのだろうか。とりわけ青年期から舞台・評論活動の最初期にかけての時代、ど
のような環境の中で、いかなる人々と交わり、それが精神形成にどのような影響を及ぼしたのだ
ろうか。これらについて考察するのが本稿の目的である。
筆者は以前、伊庭の青年期の精神形成に大きな影響を与えた事柄として、養父・伊庭想太郎
（１８５１－１９０７）が心形刀流第１０代という著名な剣術家であったこと、その養父が東京市会議長の
星亨を刺殺したことによって関西への転居を余儀なくされ、同志社神学校でプロテスタント思想
を学んだこと、さらにそこで得た友人関係を契機として初期社会主義者らと交流をもったこと、
この３点が存在するのではないかと考えた（１）。つまり、若き伊庭の思想的背景は、日本古来の武
道の伝統、西欧のキリスト教精神、そして日本における初期社会主義思想という３つの相反する
大きな要素によって混成されたのではないかということである。本稿においてはとくに第三の初
期社会主義者らとの関わりについて、伊庭がしばしば寄稿した二つの雑誌『近代思想』と『生活
と芸術』を中心として考察を進めていきたいと思う。
１．同志社神学校（２）
大杉栄（１８８５－１９２３）、荒畑寒村（１８８７－１９８１）によって創刊された社会主義思想誌『近代思
想』になぜ伊庭が関わるようになったのか。そこに至る道のりを辿れば、伊庭の養父である伊庭
想太郎が１９０１（明治３４）年６月２１日、東京市会議長であった星亨を刺殺した事件にまで遡らなけ
ればならない。この白昼の暗殺は星の腐敗した金権政治を断罪するために行われたとされるが、
実行犯である想太郎は決して剣術家だけではなく、東京農業大学の前進である東京農学校の校長
や、東京貯蓄銀行頭取などを歴任した多彩な経歴の持ち主で、伊庭に対しても日本古来の伝統だ
けでなく、漢学および西欧の学問の重要性を説いていたという（３）。事件当時東京府立一中で学ん
でいた伊庭は、事件後すぐに東京から、大阪高等医学校で教鞭をとる兄のいる大阪に移居し、天
王寺中学へ転入、次いで１９０６（明治３９）年、同志社神学校へ進んだ。なぜ神学校だったのか。伊
庭は天王寺中学時代に教会に通い、聖書や音楽の指導を受け、洗礼も受けている。同志社神学校
が補助金を支給していることから、金銭面での自立を望んでいた伊庭にとって好都合であり、卒
業後はアメリカ留学をも視野に入れていた。
伊庭は同志社神学校で生涯の友を得た。高畠素之（１８８６－１９２８）である。高畠は『資本論』の
本邦初の完訳者としてその名を知られているが、すでに前橋中学在学中にキリスト教の影響を受
け同志社神学校に入学した。しかし、高畠は同時に社会主義の感化も受けていたというが、それ
はあくまでキリスト教的な人道主義のそれであった。当時の同志社神学校は１０月始まりで６月が
学期末となり、３ヵ月の夏休みには夏期伝道を行うことになっていた。高畠は夏期伝道のため大
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阪に向かい、伊庭は京都に残ったが、二人ともその間に信仰が崩れて無神論になっていったとい
う。伊庭、高畠、後に高畠とともに国家社会主義に接近していった遠藤友四郎（無水、１８８１－１９６２）、
そして中館与次郎の四人が毎日の礼拝および日曜学校の欠席、寄宿舎での酒宴などに及び、信仰
に背いた「神学生の四人組」として知られるようになった。最初に遠藤、次に高畠が補助金を打
ち切られ、未だ補助金を受け取っていた伊庭と高畠は寮を出て自炊を始める。しかし結局のとこ
ろ１９０７（明治４０）年の初夏、二人は退学届を提出して東京に向かった。
伊庭にとって同志社神学校時代は、学問の性質上外国語の習得に多くの時間が割かれた。彼の
関心はもっぱらドイツ文学にあり、そのドイツ語力はすでに中学時代にゲーテの『ファウスト』
を原書で読むほどであり、後年１９２９（昭和４）年８月１９日に当時世界最大のドイツの飛行船ツェ
ッペリン伯号が世界一周の途中、霞ヶ浦海軍飛行場に着陸した際、ドイツへ向けての中継放送を
伊庭が担当したというエピソードからも彼の実力の程が窺える。
２．売文社へ
東京に戻った伊庭は実家があったためそのままとどまり、高畠素之はいったん故郷の前橋に戻
ってからまた上京し、二人で向かった先は、高畠が崇敬する堺利彦（１８７０－１９３３）の大久保の自
宅であった。しかし堺の応対は素気なく、高畠は再び帰郷して教師などをしながら、遠藤友四郎
とともに１９０８（明治４１）年５月に『東北評論』を刊行するものの、その社会主義的内容から、二
人は禁錮２ヵ月の刑を受けるに至った。その後高畠は再び上京、堺が社主となって運営していた
売文社の社員となる。当初、売文社は四谷にあり、伊庭も四谷に転居したため、彼は毎日のよう
に売文社に遊びに行っていたという。
売文社（４）は１９１０（明治４３）年１２月３１日、赤旗事件の刑期を終えた堺が社会主義者らの生活支援
と、各地に散らばった同志のネットワークを維持するために設立した組織で、ペンがパンを貫く
様子を描いた社章の下には、「ペンとパンの交叉は即ち私共が生活の象徴であります」（５）と記され、
生活と思想の両立を志向する姿勢が示されている。社章のカットにはワイングラスも添えられて
おり、堺の遊び心が感じられる。
売文社は代筆・翻訳・出版・広告など文章にまつわる種々雑多な仕事の請負のほかに、タブロ
イド判４頁（１－１６号、１７－１９号は菊判１６－２４頁）による月刊誌『へちまの花』を発行していた。
１９１４（大正３）年１月の創刊号の「序」で堺は、文学雑誌は無数にあるが、常連の客をもったカ
フェのような「文界の一小倶楽部」になりたく、「『売文社』という殺風景な商店にもこれだけの
余裕と趣味とのある事を見てほしい」（６）と記している。
『へちまの花』創刊号によれば、社長である堺とともに、社員として高畠、同じく同志社神学
校出の小原慎三、大杉栄、荒畑寒村らの名前が見られ、また創刊号から伊庭は特約執筆家のメン
バーとされているが、同誌には２回のみ寄稿している。そのうち１回は「高畠素之君一口評」（第
３号、２頁）という記事で、高畠について、「己は高畠の今の友達の中では一番古い友達だらう
とおもふ、それだから高畠を知りすぎてゐるので書く事がない。中にも己は高畠の汗の匂をよく
知つてゐる。然し此の匂を読者に説明する事が出来ないのを残念に思ふ」とある。伊庭と高畠は
ともに同志社神学校を中途退学したこともあり、その仲間意識は強いものであったが、高畠は決
して伊庭に社会主義を押し付けることはなく、伊庭もまた最後まで社会主義者と名乗ることはな
かった。しかし伊庭が高畠や遠藤といった社会主義者と親交があった関係上、現実には警察の監
視を免れることはなかった。伊庭は活動の場を文学や演劇・オペラの世界に見出したため、高畠
と実際に接する機会は少なくなっていったものの、良きライバルとしての精神的な絆は生涯続い
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ていたように思う。
３．『近代思想』との関わり
伊庭は高畠素之や小原慎三を通して、大杉栄や荒畑寒村といった社会主義者らと知遇を得る。
大逆事件後のいわゆる「冬の時代」にあって、大杉と荒畑は「雌伏隠忍して時機を待つという考
え」であったが、こうした空気に不満を感じ、「便々として徒らに運動復興の機運を待つよりも、
むしろ進んでその時機をつくるべきではないかという考え」が心中に発酵し、１９１２（明治４５）年
７月、雑誌発行の計画がもちあがった。その計画は「当時の社会情勢から考えて自由に時事問題
を論ずることは不可能であったが、せめて文芸や思想上の抽象的な問題を論ずる雑誌を発行して、
離散隠遁している同志が再起する中心を作ろうという」（７）ものであった。７月３０日の明治天皇崩
御を経て、１９１２（大正元）年１０月、大杉、荒畑二人による近代思想社から『近代思想』が産声を
上げたのである。菊判、３０頁で１０銭、表題と目次の文字のみが表紙を飾るシンプルな装丁の雑誌
であった。
伊庭は創刊号から寄稿し、常連の執筆者の一人に挙げられている。１９１０（明治４３）年５月号の
『文章世界』に北欧文学に関する評論「北方的作家ヘルマン・バング」が掲載されてひとまず文
壇デビューを果たしたものの、実際には『近代思想』が評論を書くための鍛錬の場となったこと
は否定できないだろう。荒畑は伊庭について「清秀な容貌と軽快な挙措とはいかにも才子という
印象を与え、……理想主義なんかを信じないあくまで現実的な近代人であった。社会主義につい
ても、彼が多くの理解と同情を有していたとは考えられないが、それでも私たちと親しく交わっ
ていたのは恐らく『近代思想』の反世間的な意見と態度に共鳴したからであろう」（８）と述べてい
る。
『近代思想』は１９１２（大正元）年１０月から、１９１４（大正３）年８月の休刊を経て同年９月まで
月刊で２３冊刊行された（第一次）。その後すぐ『平民新聞』が創刊されるものの発禁処分を受け、
１９１５（大正４）年１０月に『近代思想』が復刊されるが、こちらも発禁となり１９１６（大正５）年１
月の第４号をもって廃刊となった（第二次）。それでは『近代思想』とはどのような内容の雑誌
であったのか。まず始めに創刊号の目次を掲げてみよう。括弧内のジャンル分けは本誌の目次に
記されたとおりである（９）。
愚かなるものよ（詩）…飄風 本能と創造（評論）…大杉栄
本富に瞞されてゐる男（対話）…伊庭孝 新しい戯作者（感想）…山本飼山
大杉と荒畑（人物）…堺利彦 ラフアルグの認識論（研究）…小原慎三
怠惰者（小説）…荒畑寒村 近代劇論（評論）…荒畑寒村
売文雑話（随筆）…澁六 発刊事情…栄
九月の評論（批評）…栄 九月の小説（批評）…寒
消息…記者
このうち「飄風」は徳永保之助、「澁六」は堺利彦のペンネームであり、「栄」はそのまま大杉
栄、「寒」は荒畑寒村である。作者のうち、堺、大杉、荒畑のほか、徳永、山本も大逆事件以前
すでに社会主義運動に関与していた。小原と伊庭は同志社の同窓であり、３号以降は同じく同窓
の高畠も常連の執筆者となる。目次を一覧すれば分かるとおり、内容は雑多であるが、前述した
荒畑の言葉どおり、文学関係にページが多く割かれている。これは当局の眼を逸らすための一種
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のカムフラージュでもあったのだろう。実際にはそれ以上に文学上価値のある記事が少なからず
散見されるように思われる。そうした中で高畠と小原は社会主義研究の論文を多く著し、『近代
思想』自体次第に当初の刊行の意図に沿うように、社会主義関連の記事が多くなっていく。
創刊号第１頁の「近代思想」の題字の下には、「蓬髪半裸の男が手錠をはめられた両手をのば
しているカット」（１０）があり、徳永保之助による巻頭詩「愚かなるものよ」が掲げられている。こ
れは「愚かなる。／太陽を捕へ、朝の日光を、／縄をもつて縛しめむとする。／／（中略）／／
人の言ふ所を咎め、そを強ひて教に適はさんとする。／定めを人の上に立て、／物言ふも、そを
超へしめぬ。／／さなり、人の口を壅かむこと、／吹く風を捕ふるよりも難きものを。／愚かな
るものよ。」という内容で、言論封じ込めへの強い批判の書となっている。本文冒頭に置かれた
大杉栄の論文「本能と創造」はイプセンの作品に依拠しながら、近代人の経験と知識が原始の本
能にモラルやアイディアを与えてくれるという内容である。次に来るのが伊庭の対話劇『本富に
瞞されてゐる男』で、男女の対話を通して双方の恋愛感の相違を浮き彫りにした作品である。こ
れについて大杉は「発刊事情」（２７頁）の中で、締切間際になってもなかなか原稿が集まらず、
伊庭に急遽脚本を依頼して掲載に至ったと述べている。
第２号以下の伊庭の寄稿文は以下のとおりである。
本富に怒れない男（対話） １９１３年２月号
或る男と女郎との対話（対話） １９１３年９月号
『出発前半時間』の人生論（評論） １９１３年１０月号
『馬盗坊』に現はれたシヨウの道徳観（評論） １９１４年１月号
堺氏に答ふ（評論） １９１４年３月号
これらの寄稿文は脚本やバーナード・ショウの評論というように、演劇にまつわるものである。
「堺氏に答ふ」はその前々号の『馬盗坊』に関する伊庭の評論に堺利彦が反論を加え、それに対
して伊庭が応答するというものであった。記事が演劇に傾倒しているのは、この頃伊庭の活動の
中心が新劇にあったからである。『近代思想』発刊時、すなわち大正初期は日本で新劇ブームに
沸いた時期であり、伊庭もまたその渦中にあった。のちに読売新聞文芸部長・文芸評論家として
活躍する柴田勝衛（１８８８－１９７１）とともに１９１２（明治４５）年４月『演劇評論』を創刊し（３号ま
で）、さらに柴田や俳優の上山草人（１８８４－１９５４）らと１９１２（大正元）年１０月に近代劇協会を結
成、しかしすぐにそこを脱会して翌１９１３（大正２）年１０月には新劇社を興した。上山もまた、『近
代思想』に何篇かの詩を寄稿している。
伊庭の脚本は『演劇評論』や『近代思想』、そして後述する『生活と芸術』各誌に掲載されて
いる。しかし実際に舞台にかけられたのは伊庭のこれらの創作台本ではなく、翻訳作品であった。
具体的には近代劇協会が上演したイプセンの『ヘッダ・ガブラー』（１９１２年１０月、有楽座）やゲー
テの『ファウスト』（１９１３年３月、帝国劇場）、新劇社によるヴェーデキントの『出発前半時間』
とショウの『チョコレート兵隊』（１９１３年１０月、有楽座）、イプセンの『社会の礎』とショウの『馬
盗坊』（１９１４年１月、有楽座）であり、それらについては、『近代思想』誌上で真っ先に取り上げ
られている。主にペンをとったのは元々演劇に造詣が深い荒畑寒村であり、たとえば「ヘツダと
廿世紀」（１９１２年１２月号）や、『出発前半時間』と『チョコレート兵隊』を扱った「伊庭孝一座」
（１９１３年１１月号）はかなり詳細な批評となっている。「愚劇ファウスト」（１９１３年５月号）は、論
客の一人である安成貞雄（１８８５－１９２４）との共同批評で、表題どおり、荒畑は原作自体にも上演
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にもかなり辛辣なコメントを寄せている。
一方、大杉はどのように伊庭と関わっていたのだろうか。『日録・大杉栄伝』（１１）によれば、大杉
は『ヘッダ・ガブラー』（１９１２年１０月２６日）、『出発前半時間』と『チョコレート兵隊』（１９１３年１０
月１６日）、伊庭が間寛一を演じた近代劇協会の『金色夜叉』（１９１５年７月４日、赤坂演伎座）を観
劇し、荒畑のように批評家としてではなく、一観客として楽しんだようである。のちに伊庭が浅
草オペラを牽引することになると、大杉は浅草に足繁く通い、いわゆるペラゴラとなっていった。
近代思想社は『近代思想』を刊行するだけでなく、寄稿家やゲストを定期的に招いて親睦の会
を開いた。会場は主に日本橋蠣殻町の鎧橋にある洋食店メーゾン鴻の巣で、第１回小集は１９１３（大
正２）年１月４日開催された。荒畑によると（１２）、寄稿家１３名と馬場孤蝶、生田長江二氏を招いた
とのことである。しかし、全員が揃わぬうちに伊庭や土岐善麿、安成らは論戦を展開したという。
こうした小集は計７回開かれ、伊庭は常連の一人に数えられていた。参加者には堺、大杉、荒畑、
高畠、小原といったいつものメンバーだけでなく、片山潜（１８５９－１９３３）の名も見られる。社会
主義思想や労働運動の形成において指導的役割を果たしたこれらの人々との度重なる交流は、た
とえそうした思想や運動から距離を置いていたとしても、少なからぬ影響を伊庭に与えたのでは
ないだろうか。それは具体的な形をとって顕在化しなくとも、精神の深層に蓄積されていったの
ではないかと思われる。
４．『生活と芸術』との関わり
『近代思想』とほぼ同時期に刊行され、いわば姉妹誌のような間柄にあったのが『生活と芸術』
である。『生活と芸術』は歌人の土岐善麿（哀果、１８８５－１９８０）が読売新聞の記者時代に当たる
１９１３（大正２）年９月に創刊した雑誌である。編纂所は浜松町の自宅、発行所は東雲堂書店（西
村陽吉経営）で、菊判、６６頁で１８銭であった。表紙は画家 Horace Brodzkyの肖像のカットと表
題および目次が印刷された簡素なデザインである。雑誌発刊の動機について土岐の言葉を借りれ
ば、石川木と共に計画した雑誌『樹木と果実』が彼の死によって頓挫した後、『近代思想』誌
によって「思想的に刺激される生活感情をむしろ芸術的な方面に表現したくなつてゐたこともあ
り、一記者としての生活に一種のアンニユイをおぼえてゐた事情もあつた」（１３）ということである。
短歌のページは設けてあるものの、「詩歌を中心としたものではなく、広い意味におけるソーシ
アリスト、あるひはリベラリストといふやうなものと、文芸一般に興味をもつたものの自由な結
合であった。」（１４）
『生活と芸術』の執筆者はほぼ『近代思想』のそれと重なり、伊庭はここでもほぼ常連の執筆
陣の一人であった。荒畑によれば（１５）、『近代思想』にもっとも多く執筆していたのは、短歌が中
心ではあったものの土岐自身であった。そもそも彼は安成貞雄と早稲田英文科で同期であったこ
とから、安成を通して『近代思想』と関わりをもったという。
『生活と芸術』創刊号の巻頭詩は土岐によるもので、「まづ、生きざるべからず。／／われらは、
みな、ひとしく富み、ひとしく幸ひにして、ひとしく生きんことを思ふ。／／…（中略）…／／
その労働は、いかなる方面にもあれ、／われらをして、ふかく、／われらの生活、われらの社会
につきて、／おのおのしづかにかんがへ、省みしめよ。／／しかして、／これを、真実に、自由
に、あらはさしめよ。／しかして、／これをかりにすべて、われらの芸術とよばしめよ。」とあ
る。誌名に端的に示されているように、この詩からも生活と芸術との共存という理念が率直に立
ち上ってくるようだ。創刊号の主要な目次は以下のとおりである（１６）。
―２７―
劇団の現在と将来…仲木貞一 孤独の自我と評論…長谷川天溪
英国で観たモンナワンナ…市川又彦 逃避者…荒畑寒村
スクリヤビンの芸術…仲田勝之助 生活と芸術と建築…黒田鵬心
病室より…石川木 小剣が百三十五になった時…貝塚澁六
このうち荒畑の小説「逃避者」の登場人物には、『近代思想』発刊時の感情が仮託されている
という（１７）。貝塚澁六は堺利彦のペンネームで、小剣とは『近代思想』の常連の執筆者でもあった
小説家・上司小剣（１８７４－１９４７）のことである。そしてこうした記事の合間に短歌のページが織
り込まれている。
次に伊庭がどれくらい『生活と芸術』に寄稿していたかは、以下のとおりである。
外先生を論ず １９１３年１０月号
小宮豊隆君に興ふる書 １９１４年１月号
松井須磨子の価値 １９１４年３月号
新劇団がかうなる迄－楠山正雄君に興ふる書 １９１４年４月号
新しき劇竟に新しき劇にあらず－枡本清君に興ふる書 １９１４年５月号
ロダンの芸術と演劇 １９１４年６月号
芸者屋町（４幕） １９１４年７月号
演劇に於る現実味と象徴－小山内薫君に寄する書 １９１４年９月号
生の芸術と演劇と １９１４年１０月号
演劇と野心家 １９１４年１１月号
四年間及び今 １９１６年６月号
伊庭の執筆一覧を見ると、演劇に関する記事がほとんどであることに気付かされる。また、特
定の人物に宛てた演劇評論も少なからずあり、自由に議論し合う雰囲気があるのも『生活と芸術』
の特徴であったように思う。特筆すべきは創作台本『芸者屋町』の掲載で、１巻全体がこの作品
に充てられているが、これは伊庭が持ち込んだ原稿であるという（１８）。『近代思想』における掲載
台本と併せて、伊庭が創作に意欲をもっていたことが分かるが、前述したように、どれも実際の
上演には至らなかったようである。
『近代思想』と『生活と芸術』が近い関係にあったことは、たとえば１９１４（大正２）年２月２２
日、築地精養軒で合同の晩餐会が開かれ、錚々たるメンバーによる談論風発の集まりであったと
の写真入り記事が新聞に掲載されたことからも分かる（『読売新聞』１９１４年３月１日付け朝刊、
７頁）。
しかし、土岐によれば、芸術家および社会主義者という二つの面にあらわれた矛盾の「苦悩、
無解決な臆病さ気弱さをみづから主宰する雑誌の上に絶えず反映することの苦痛に堪へかね、他
にまたその決意を強める事情も起つて」（１９）、１９１６（大正５）年６月廃刊にしたという。この最終
号には主要な執筆メンバーが自由に思いを綴っている。伊庭の「四年間及び今」には、土岐の廃
刊の念に呼応するかのように、自らの劇壇生活を顧みて、当初は思想家・改革家・批評家および
俳優・演出家としての芸術家という両面をもっていたが、近頃の思いはそれとは異なり、「芸術
家の二重生活といふのは真面目でない。芸術に生きるか、思想に生きるか、どちらかである」（２０）
と記されている。
―２８―
おわりに
『近代思想』『生活と芸術』両誌の廃刊は、伊庭の新劇時代の終わりとほぼ軌を一にする。代わ
って伊庭が活動の場とするのは浅草オペラであり、その幕開けを告げるとされる歌舞劇『女軍出
征』を中心となって演じたのは他でもない伊庭と、アメリカから帰国したダンサーの高木徳子
（１８９１－１９１９）であった。戦争で男性の兵士が不足して女軍が出征するという戦争諷刺を盛り込
んだ喜劇で、１９１６（大正５）年１月、浅草常盤座で上演されるや、未曾有の大ヒットとなった（２１）。
『近代思想』について精緻な分析・論考を行った村田裕和氏は、「近代思想社が１９１０年代に切り
開いた言説の空間は、それを超えるいきおいで進行する現実によってしだいに連帯と批判的介入
の領域を狭められたように見える」と指摘し、それは「知識人をめぐる文化の構造が『民衆』の
登場（可視化とその表象）によって激変し」（２２）たことによると強調している。浅草オペラこそ社
会的に可視化された「民衆」を表象する格好の場とみなすことができるのではないだろうか。そ
して伊庭こそが「民衆」の出現による文化構造の激変を、浅草オペラを通して誰よりも強く実感
したのではなかっただろうか。そうした観点からも浅草オペラには、『近代思想』以降の問題と
して一考する余地が未だあるように思われる。
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